
第
１
回
 

阪
神
西
部

（
武
庫

川
流
域
圏

）
地
域

総
合
治
水

推
進
協

議
会
ワ
ー
キ
ン
グ

で
の
主
な

意
見
 

  種 別
 

対
象

市
域
 

開
催

日
時

・
場

所
 

主
な

意
見
 

(
網

掛
け

は
住

民
委

員
の

発
言
)
 

県
の

回
答

な
ど
 

全 体
 

全
ワ

ー
キ

ン
グ

 
［

県
提
案

］
自
治

会
等

が
主
体

と
な
っ

て
住

民
に

総
合

治
水

を
理
解
し
て

も
ら

う
た

め
の

取
り
組

み
を

行
う

と
い

う
こ

と
を
計
画
に

記
載

(県
は

後
方

支
援

を
実

施
)。

→
異
論

な
し

 

下 流 域
 

尼
崎

市
 

H
24

.1
0.
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:0
0～

16
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0 
市

立
労
働

福
祉

会
館

 

阪
神

大
水

害
当

時
か

ら
思

え
ば

河
川

・
下

水
道

の
整

備
が

進
ん

で
格

段
に

良
く

な
っ

た
が

、
ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
舗

装
化

、
た

め
池

の
減

少
な

ど
に

よ

り
、

雨
水

の
流

出
形

態
は

変
化

し
た
よ

う
に

感
じ

る
。

 
－

 

尼
崎

か
ら

伊
丹

や
宝

塚
へ

の
津

波
広

域
避

難
に

関
す

る
基

礎
調

査
・

課
題

整
理

を
来

年
度

行
う

予
定

。
 

－
 

西
宮

市
 

(南
部

・
北

部
)

H
24

.1
0.

11
 

15
:0

0 ～
16

:3
0 

市
民

会
館

 

用
海

地
区

で
は

、
地

域
防

災
マ

ッ
プ

を
作

り
実

践
的

な
訓

練
に

も
取

り
組

ん
で

い
る

が
、

①
人

材
不

足
、

②
要

援
護

者
対

応
な

ど
に

お
い

て
不

安
が

あ
る

。
 

－
 

津
波

に
よ

り
沖

合
の

船
が

堤
防

に
衝

突
す

る
こ

と
を

危
惧

し
て

い

る
。

ま
た

、
内

水
氾

濫
も

起
こ

っ
て

い
る

。
ﾐ
ﾆ
開

発
に

よ
る

乱
開

発

は
大

規
模

開
発

と
同

じ
。
何
ら

か
の
対

策
が

必
要

。
例

え
ば

、
ﾏ
ﾝｼ
ｮﾝ

設
計

時
に

予
め

雨
水

貯
留

槽
を

組
み

込
む

よ
う

な
仕

組
み

づ
く

り
が

で
き

な
い

か
。

 

大
規

模
な

ﾏ
ﾝｼ
ｮ
ﾝ建

設
な

ど
に
お

い
て
は

、
流
出

抑
制

を
お

願
い

ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
で

指
導

し
て

お
り

、
開

発
者

か
ら

の
理

解
と

協

力
を

得
て

い
る

(手
法

は
開

発
者

に
お
ま

か
せ

)。［
西
宮

市
］ 

 

芦
屋

市
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市
民

セ
ン

タ
ー

 
 

 
＊
参
加
委
員
日
程
に
合
せ
開
催

 

阪
急

以
南

地
区
で

S5
0
年

代
か

ら
浸
透

施
設

（
宅

内
の

桝
、

管
路
、

舗
装

）
の

整
備

に
鋭

意
取

り
組

ん
で
い

る
。

 
－

 

要
援

護
者

情
報

を
得

る
の

は
難

し
い

も
の

の
、

芦
屋

市
連

合
自

治
会

は
月

に
１

回
自

治
会

単
位

で
清

掃
活

動
を

実
施

し
て

お
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

素
地

は
あ

る
。

出
来

る
こ
と

を
考

え
た

い
。

 
参

考
と
す

る
。

 

住
民

に
と

っ
て

は
、

1/
10

、
1/

10
0
な

ど
の

確
率

雨
量

や
降
雨

強
度
な

ど
を

言
わ

れ
て

も
ピ

ン
と

来
な

い
。
上

手
く

説
明

で
き

な
い

か
。
 

 

一
般

県
民

へ
の

説
明

は
難

し
い

。
こ

の
た

め
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
や

、
わ

か
り

や
す

い
水

位
標

の
設

置
、

河
川

監
視

カ
メ

ラ
画

像
の

提
供

な
ど

に
よ

る
視

覚
的

に
わ

か
り

や
す

い
情

報
提

供
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

 
避

難
所

と
な

る
学

校
等

に
雨

水
を

貯
め

る
よ

り
、

早
く

流
し

た
方

が

良
い

の
で

は
？

  
洪

水
時
に

グ
ラ

ウ
ン

ド
へ

の
避

難
は
考

え
に

く
い

。
 

貯
留

水
深

も
最
大

30
cm

程
度

で
支
障

な
い

と
考

え
る

。
 

災
害

時
要

援
護

者
に

は
日

頃
か

ら
声

を
か

け
て

、
関

係
づ

く
り

に
重

き
を

置
い

て
取

り
組

ん
で

い
る

。
 
 

 
 

 
 

 
参

考
と
す

る
。

 

総
合

治
水

を
進

め
る

上
で

、
県

の
部

局
間

連
携

は
体

制
と

し
て

整
っ

て
い

る
の

か
。

 

条
例

制
定

の
作

業
段

階
か

ら
県

庁
に

庁
内

検
討

会
議

を
設

け
、

教
育

・
農

林
な

ど
と

の
横

断
的

な
連

携
を

図
っ

て
き

た
。

県
の

条
例

で
あ

り
、

県
庁

に
も

県
民

局
に

も
支

援
体

制
は

で
き

て
い

る
。

 
尼

崎
市

 
西

宮
市

 
芦

屋
市

 
－

 
［

県
提
案

］
津

波
避

難
ビ

ル
を

洪
水
時

や
高

潮
時

の
避

難
ビ

ル
に
活

用
す

る
こ

と
を

計
画

に
記
載

。
→

異
論

な
し

 

中 流 域
 

伊
丹

市
 

宝
塚

市
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宝
塚

庁
舎

 

総
合

治
水

に
お

け
る

中
流

域
の

役
割
は

？
 

 
ま

た
、

河
川

よ
り

も
市

街
地

の
下

水
道

や
水

路
な

ど
か

ら
の

溢
水

を

心
配

し
て

い
る

。
 

流
域

対
策

は
武

庫
川

の
た

め
で

は
な

く
、

地
先

に
効

果
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
地
域

の
た
め

に
取
り

組
む

こ
と

が
重

要
。

ひ
い

て
は

、
武

庫
川

に
も

寄
与

す
る
。

 
水

田
貯
留

に
よ

る
損

害
へ

の
補

償
は
？

  
今

後
の
検

討
課

題
。

 
市

街
地

内
の

生
産

緑
地

を
保

全
す

る
旨

、
計

画
に

書
き

込
ん

で
欲

し

い
。

 
参

考
と
す

る
。

 

宝
塚

大
橋

付
近

の
堤

防
が

途
切

れ
て
い

る
。

 
 

既
設

民
有

護
岸

の
老

朽
化

対
策

と
し

て
、

既
設

護
岸

前
に

新
た

な
護

岸
を

設
置

す
べ

く
地

元
調

整
し

て
い

る
が

、
護

岸
設

置
に

伴
い

付
加

さ
れ

る
管

理
用

通
路

が
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

侵
害

に
な

る
と

反
対

さ
れ

工
事

が
停

滞
し

て
い

る
。

な
お

、
現

況
の

既
設

護
岸

は
途

切
れ

る
こ

と
な

く
高

さ
的

に
も

連
続

し
て

い
る

。
 

流
域

対
策

は
下

流
よ

り
も

効
果

の
高
い

上
流

で
推

進
す

べ
き

。
 

－
 

上 流 域
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戸

市
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市
 

篠
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市
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舎

 

平
成

16
年

台
風

23
号
に

お
い

て
、
本

川
と

羽
束

川
の

合
流

付
近
で

溢
水

被
害

が
あ

っ
た

。
整

備
計

画
に

当
該

箇
所

の
河

川
対

策
に

つ
い

て
記

載
が

な
い

が
、

こ
れ

へ
の

対
応
は

本
協

議
会

の
対

象
か

？
 

今
回

の
協

議
会

で
は

、
既

定
計

画
に

住
民

主
体

の
取

り
組

み
を

盛
り

込
む

こ
と

に
主

眼
を

置
い

て
い

る
。

既
定

計
画

に
記

載
の

な
い

箇
所

へ
の

対
応

に
つ

い
て

は
、

個
別

調
整

と
し

た
い

。
 

県
が

主
張

す
る

た
め

池
堤

体
の

嵩
上

げ
は

、
実

現
可

能
性

が
低

い
(①

三
田

市
で

は
た

め
池

改
修

が
ほ

ぼ
終

わ
っ

て
い

る
 

②
用

地
関

係
 

等
)。

既
存

施
設

を
改

良
・
活
用

し
た
水

位
下

げ
な

ら
可

能
性

は
あ
る
。 

通
年

活
用

で
き

な
い

場
合

で
も

、
農

繁
期

後
の

台
風

シ
ー

ズ
ン

に
限

定
し

た
活

用
な

ど
も

視
野

に
入

れ
て

出
来

る
こ

と
を

協
力

願
い

た
い

。
 

道
場

地
区

で
は

、
地

域
住

民
が

主
体

と
な

り
、

地
域

と
行

政
が

災
害

に
備

え
た

勉
強

会
を

実
施

し
て

い
る
。

 
参

考
と
す

る
。

 

緊
急

待
避

所
の

こ
と

や
、

要
援

護
者

に
係

る
支

援
・

情
報

確
保

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
対

策
を

計
画

に
盛
り

込
ん

で
欲

し
い

。
 

参
考

と
す

る
。

 

近
年

水
災

害
が

起
こ

っ
て

い
な

い
た

め
、

地
域

住
民

の
流

域
対

策
に

対
策

の
意

識
向

上
を

目
的

に
、

今
年

度
三

田
地

区
を

対
象

と
し

た
防

災
訓

練
を

計
画

し
て

い
る

。
 

参
考

と
す

る
。

 

傍 聴
 

・
県

民
か

ら
す

れ
ば

、
洪

水
だ

け
で
な

く
、

火
災

や
地

震
・

崖
崩
れ

な
ど

も
同

じ
災

害
。

こ
れ
ら

対
策

に
総

合
的

に
取

り
組
ん

で
欲

し
い

。
 

・
県

及
び

各
市

で
進

め
て

い
る

取
組
を

一
覧

表
に

ま
と

め
て

提
供
し

て
欲

し
い

。
 

 

第
１

回
阪

神
西

部
 

推
進

協
議

会
 

資
料
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